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和歌山県のウメ産地の現状と衰弱させない

施肥のあり方を考える(2 ) 

和歌山県立南部高等学校

教諭 谷口 充

111 永年性作物である限り，毎年安定した生産を のことが要求されている。これらの肥培管理は品

上げるには樹勢回復の手だてはそれなりに必要 質を重視する果樹が多い中で，肥料の効かせかた

になる，効果的な施肥の改善を探って見ょう。 としては割合容易な施肥技術と言えよう。

※「梅の根は浅根性で，酸素要求量の高い特性 暖地での栽培は，温暖化現象等で地下部が小さ

を持ち，根群分布も図 3に示すように殆どが地表 くなりやすい上，大気汚染や早魅傾向等，厳しい

面から 30cm.-..40cmの範囲にあり， しかも梅産 自然環境条件が加わり，栽培面では収穫作業の省

地の大部分は瓜谷累層の地域であるから，この土 力化からネット収穫に移行している農家も多く，

壌は栄養成長を抑制して生殖成長に傾きやすく， 収穫後速やかに樹勢を回復しなければならない時

結実を促進する分樹勢が弱りやすい。 期なのに，施肥のタイミングが悪く肥料を効かせ

ていない実態があり，この
図 3 南高ウメ根群の垂直分布 (10年生樹，南部高校)

ままでは更に衰弱を招くこ
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ここでは樹勢を維持する施肥のあり方について

取り挙げ，変貌するウメ産地の作業体系と自然環

境条件、に見合った施肥のポイントを模索すると共

に，省力的で合理的(ウメの生理にかなった)な

緩行性肥料(ロング肥料)等の活用を含め，施肥

のあり方について考えて見たい。」

① 多収品種「南高ウメ」の気持ちを考えると・・・

果樹類の中でも早熟性のウメは，生食用の果実

と違って減酸・増糖・着色等の品質管理面を最優

先しなくてもよく，第二生理落果後から成熟中の

樹勢を維持する栄養条件を満たしてやる必要があ

り，むしろ生産安定には果実の肥大期から成熟期

にも樹勢を如何に低下させず維持するかにかか

り，収穫直後も間髪を入れず肥効をもたらす肥培

管理が大切で，特に南高のような多収品種にはこ

r I園田高収量樹

し鱗低収量樹

安定した生産を上げるた

めには，その作目に見合っ

た栄養生理が要で，ウメの

場合，他の作物に比べ早熟

性であるだけに，短期間に

一連の生育生理の展開をク

リアしなければならない。

こうしたウメの気持ちを

理解して対応してやらねば，生産者が望むところ

まで梅は応えてくれないのである。的をはずした

肥培管理や作業体系は当然衰弱に繋がるρ

ウメの場合，収穫後間もなく乾燥期に入るが，

樹体内では早くも次年度の生理的分化期に入る。

このように生理展開の早い果樹であることに注

目すると共に，樹勢回復後にある程度の乾燥処理

と日照量が確保出来なければ，生理的花芽分化も

うまく展開出来ない特性を持ち， 8月の下旬から

始まる形態分化期と次年度に向けての貯蔵養分の

蓄積には，それなりの期間(9月.-..12月)が要求

されよう。

また， どちらかと言えば寒冷地型の気候にマッ

チしたウメであるだけに，暖地では結実には好都

合であるが，樹体生理的には不利な条件を背負わ，
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され，一定の低温要求量を満たすためには，秋冷

をゆっくり体感させながら，次年度に向けての準

備もゆっくり進めることが大切で，ウメにはこう

した性質を持ち合わせている。

ひいては早春に花を咲かせる生理展開も，低温

期聞が長く保てるような気候帯に合致した性質を

備えているので，開花期に入るまで時聞をかけて

ゆっくり花器を造らせてやりたし、。往々にして，

暖地では低温要求量が充分満たされない内に気温

の上昇が見られるので，当然不完全花率の増加な

ど無理な展開を強いられている。

このように暖地での栽培には，ウメの生理を良

く理解して，ウメに見合ったそれなりの配慮が大

切になる。

② 緩行性肥料とその特質，活用に先がけて

ー緩やかに効く肥料として大きく分けて 3種類に

分類されるが，一つは昔からなじみの植物質や動

物質の有機質肥料がある。主に基肥的な考えで使

用されて来たが，これらの資材は土壌中の微生物

によって分解され，無機化する窒素は約 1年で60

-'80~ぢ程度とされ，気温の上昇で微生物が関与し

て分解されるが，その速度は微生物任せで緩やか

とは言え制御は出来ず，材料により分解速度は異

なる。

二つ目は IBや CDU化成等の化学合成肥料で，

土壌中の水や微生物によって分解されて肥効が現

れるタイフ。で;'考案されて以来かなりの歴史があ

る。これらは主に水田や園芸作物に使われて来た。

三つ目は最近開発された肥料で，被覆材料に微

細な穴のあいた樹脂や硫黄などが使われて，土壌

の種類や土壌 pH，土壌水分の影響を受けない性

質を持ち，被膜の種類や微
図 4

細な穴の量て物理的に溶出

力的で利用価値の高い肥料として注目される。

製品には粒状化した高度化成や硝酸系の化成肥

料が開発され，最近の商品にはLPコート，セラ

コート，シグマコート， s c (硫黄被覆)，そして

ここで取り上げたロング(硝酸系高度化成)など

が開発されている。

南部高校でもウメ産地の変貌する作業体系の中

で，ウメの生理にかなった肥効特性を持つ肥料の

選択を考え，メーカーの協力を得てウメの施肥体

系の改善を目標に，ロング肥料を供試して足掛け

3年目を迎える。これらの施用成分量を調整して

樹勢の維持や結実性への影響など観察してきた

が，上手に使えば施した成分量も余りロスなくウ

メに利用されて，ウメ産地の保肥力の之しい土壌

に適していて，効率的に肥効をもたらす材料とし

て注目された。これらの経験を踏まえ，ここでは

実際に活用する上で，溶出量の特性から活用によ

っては不合理になる点など取り上げると共に，溶

出量のタイプ(ロング肥料の溶出期間の種類)を

うまく組み合わせれば，ウメの生理にかなった合

理的な施肥が考えられ，ここに不合理な現行の施

肥パターンから，改善事例を参考に導入する上で

の留意点など挙げてみた。

① 現行の作業体系を生かした合理的なロング肥

料の組み合わせを考える。

(1) 現行-の施肥パターン

①ネットを敷設した園地の肥効パターン(図 4) 

※生産に見合う施肥量が施されてもネットの撤

収後に施すと肥効のタイミングがずれて樹は満足

せず衰弱しやすい。(※肥効の満たされない部分)

(2) 青梅収穫園の肥効パターン(図 5) 

をコントロールするL肥料で |ネット撤収後の施肥による場合| 関峨期間
ある。溶出量の速度は気温

によって制御包れ，、溶出期

間のタイプも放物線や直線

に近い速度で溶出するもの

等が準備されている。この

場合，作物の肥効パターン

春肥@春肥@元肥(礼肥)e
.IJ..IJ. .IJ. 

春肥@
.IJ. 

(月) 4 5 6 7 8 9 10 

に適 Lた肥料の溶出量を選 |※…元肥が遅れて肥料の不足する部分

ぶことができる点など，省 l図…ネットの撤収で遅れて利用出来ない部分

Eヨ梅が要求する肥効

11 12 
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図 5 肥料吸収利用率は最大応達

する。
※|青梅収穫直前の適期施肥による場合|

(盤青梅の収穫時期 しかし，南部地方におけ

春肥@春肥@元肥(礼肥)8 春肥01龍梅が要求する肥効 る梅雨期の平均気温は 5月

♀ 1-青梅の収穫園の肥効 (平均 19.00C) 6月(平均~ ~ ~ 

(月) 4 5 6 7 8 9 

※収穫前に元肥(礼肥)を施用出来るので肥料
不足による衰弱は少ない

10 

※青梅専用園ではネットを敷いていないので 6

月上・中旬に施肥③を施せば収穫期も早いので樹

勢を弱めず，タイミング良く肥効をもたらすこと

が出来て，衰弱を最小限に喰い止めることが出来

る。

ω ロング 424等のコーティング肥料は梅産地の

保肥力に乏しい土壌にマッチし，必要な時に必要

なだけ溶出するパターンにうまく組み合わせ，暇

な時期に前もって施しておけば肥切れを起こさ

ず，現行の作業体系に合致した合理的な施肥が可

能になる。

①ウメの肥料吸収量の推移とロング 180日夕イ

プ一発処理の溶出量の推移 図 6

(3月上旬施用，図 6)

※産地の土壌は耕土が浅

く，保肥力に之しい状況の 溶

中で，吸収利用される分溶 山

出して対応出来るロング肥 { 

料は，ウメの利用吸収量に 量

溶出量を合わせることが出 (月) 3 4 5 

11 12 

23.0
0
C)前後であるところ

から，実際の肥料溶出量が

吸収量に追いつかず，実質

的に不足することが予想

される。一方， 7月(平均

27. OOC) ，...， 8月(平均 28.0

OC) にかけて気温が高く，肥料の特性上溶出量は

乾燥期でも，表層施肥であっても夜露守降雨も手

伝って，それなりに溶出するものと考え‘られ，こ

の時期は生理的花芽分化~Jj で，樹体生理から肥料

の利用率を制限したい時期でもある。このことか

ら※印部分の不足量の補充が必要になる上，区|印

の部分が余剰になるなど，一発処理ではこの点に

問題が残ると考えられよう。

いずれにしても，このタイプでの処理経験が浅

く未知数の点が多いが，余剰分の溶出量があって

も乾燥期で利用の制限が樹体生理の中で出来ると

すれば，その影響は少ないとも考えられよう。悲

ラ

6 7 

(圏一料吸憾の推移
~180日夕イプロング溶出量の推移

8 9 10 11 12 

来れば，肥培管理に於いて 〆

合理的な肥料資材と言えよ 南部平均気温 (OC).5月(19.0)6月(23.0)7月(27.0)8月(28.0)9月(25.0)10月(20.0)

う。

(2)-①の場合， 3/上に年間

の成分量を一度に施すが9

180日夕イプ (ウメ一発処

理)のみでは 4月""'5月に

ウメの吸収量に比例して溶

出Jするものの，. 5月下旬~

6月下旬には果実肥大の最

盛期に入るため子ウメ樹の

※…ロング180日タイプの一発処理では果実肥大

期の利用率が高く，溶出量が不足すると考える…
梅雨期までの気温が低めで溶出量が少ないことを示す。

図…生理的分化期で肥料を制限したい時期である

のに，余剰になる可能性が高く，この溶出量が土
壌とウメ樹にどう影響するのかが心配(保肥力の

乏しい産地の土壌条件だけに…) 、P

よ-~~~にて(，;

丸 v

ピ
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観的に考えれば余剰分は 9月の降雨で流亡するこ

とに繋がり，土壌に保肥されて 9月の花肥の時期

に向けて効率よく利用出来るかが産地の土壌では

疑問である。保肥力に乏しい産地の土壌について，

今後の肥料試験の結果を見守りたい。

(2)-② ネット収穫を想定した衰弱を防ぐウメの

養分吸収量を満足させるロング肥料の組合せ例。

( 3月上旬・複合一発処理例，図 7) 

この場合， 180日夕イフ。の一発処理に較べて，ウ

メの生育生理にほぼ合致する溶出量が確保出来る

処理方法である。欲言えばF 緩行性肥料(ロング

図 7

いて考えて見た。

ウメ産地が直面しているウメの生育不良につい

て原因は特定されていないが，衰弱の要因につい

て，産地の立地条件やウメの生理から見た対応の

あり方にも触れ，気象の変化(温暖化や過去 4""'"

5年早魁傾向にあったこと等)や大気汚染が侵こ

うしている上に，栽培者の都合で省力化じ向けて，

ネット収穫の作業体系がもたらす樹体への影響が

大きいこと，肥効のタイミングがずれるなど，礼

肥(元肥)が効いていない実態があり，こうした

作業体系の中で対応出来る施肥のあり方について

考えて見た。

|溶出量の参考基礎デーダー l fE2組み合わせ合計溶出量の推移
ここでは触れなかっ 1た

が，その他の重要な課題を

挙げて見ると，言葉は悪い

が「サクラ切る馬鹿にウメ

切らぬ馬鹿」と諺にもある

ように，産地の整枝努定の

(ロング4払180・・3月-6月約17%9月まで約57%I凹ロング 424-100…50%

一ロング424-1∞…3月':-6月約35%9月まで 85% 1 rnmロング 424-180…50%

d ※ロング溶出量の特性(南部高校圃場と他の圃場での溶出量例)を参考にした想定

iJ: 附
程度を見ると大抵の園地セ

切り返しが甘く，永年作物

(月)， ，3 4 5 ' 6 7 ' 8 9 10 11 12 
である以上生殖成長に見冶

う栄養成長(切り返ぺじ努定

の必要性}が大切で，バラ

※…利用率の高い果実肥大期から礼肥(元肥)去

で満足させて9月の花肥分もほぼ対応できる

ンスのとれた整枝努定が要

求されていることを指摘し

ておきたい。今一つ，生産

図…生理的分化期の肥料を制限したい時期である に見合う土作りがなおざり

になっていることが挙げら

れよう。腐植の供給と共に

が，溶出が多く余剰になる分の弊害は未知数であ

り，今後の観察が必要である口

424他)のN ・p ・K成分のバランス等について

も考慮して，加里含量の少ないタイプの 180日を

活用する等，産地の土壌とウメの生理に合わせた

合理的な成分含量の組み合わせが考えられよう。

産地の土壌(保肥力の之しい土壌が多い)を考

える時，こうしたコーティング肥料をうまく組み

合わせて，現行の作業体系の中でタダミング良く

肥料を効かせられ，ウメの衰弱はかなり日食い止め

られよう。

おわりに

ここでは紀州のウメ産地の実態に迫:り，現行の

ウメ栽培の作業体系を尊重した施肥のあり方につ

深耕による断根は地下部の

男定の役割を果たし，地上部を支える新鮮な根作

りの秘訣であることを悟らねばならない。

紀州のウメ産地には，これまで述べ、て来たよう

に解決して行かねばならない大きな課題が幾重に

も横たわっている。 戸入

以上，ウメの生育生理を尊重した現行の作業、体

系に合わせた施肥の改善について考えて見た。、、 ω

肥料の効かせ方について少しは見えてきたが?

奥が深く問題点を提起したに過ぎない。

ウメの生理にかなった栽培管理を一つ一つ積み

重ねて行けば，環境は厳しくても産地のウ戸はそ

れなりに応えてくれるはず…と私は信じている:よ


